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6　リア・パネル

1 　 SPEAKER OUT

Black Spirit 200はインピーダンスが8 Ωか16 Ωのボックススピーカー用で
す。ギターボックスでもフルレンジボックスでも接続可能です。 

ボックス接続の基本

必須の注意事項:2つのボックスをつなぐときは常に一種類のスピーカータイプ

とし、つまりギターかフルレンジのどちらかにして、ギターとフルレンジボックス
を混在させないでください! 2つのボックスを接続するときは並列接続で合計

インピーダンスが8 Ωに半減するので各ボックスのインピーダンスは16 Ωと

します。この点はギターボックスでもフルレンジボックスでも同じです。

ヘッド: ヘッドのSpeaker Outに8 Ωのボックスを一つ、または16 Ωのボック
スを一つ、あるいは16 Ωのボックスを2つ接続できます。推奨ギターボックス
Hughes & KettnerのTS 112 Pro,、TM 112、TM 212はそれぞれインピー
ダンスが16 Ωで、同種のボックスをもう一つ接続できる並列アウトプットがあ
ります。
 
コンボ: コンボにはSpeaker Outジャ
ックが2つあり、このうち1つは内部スピ
ーカーがすでに割り当てられています。
内部スピーカーはインピーダンスが16 
Ωなので、2つ目のアウトプットにも16 
Ωギターボックスを接続でき、例えば内
部スピーカーに合うTS 112 Proをつ
なげられます。さらに8 Ωのボックスを
接続したい場合、単に接続ケーブルを抜
くだけで内部スピーカーをオフにしてく
ださい。フルレンジボックスを1つ（または2つ）接続する場合、内部スピーカーは
フルレンジボックスのインピーダンスに関わらず必ずオフにしてください。

 OUTPUT POWER

自宅の寝室で小型スピーカーを使用しているか、あるいはフルパワーの4x12イ
ンチ・ボックスを使用しているかに応じて、Powerセレクタ・スイッチで出力を
200、20、2ワットの中から選択できます。Fullrangeモードでは、ハイファイ・ス
ピーカーまたは低出力のスタジオ・モニター・システムを制御するために、20ワッ
トが最も良い選択です。 

CABINET

これは、独自の多目的に使える機能です。Guitar Cabの位置では、標準的なギタ
ー・スピーカーを接続できます。Full Rangeの位置では、任意のパッシブ・スピー
カーを接続し、動作させることができます。これで、自分で選択したスピーカー・
シミュレーション (6.2項および4.16項を参照) でRed Box AE+の素晴らしい
サウンドと、最大200ワットの驚くほどピュアな性能が実現されます。お使いのギ
ターアンプをリハーサル室から自宅へ持ち運びたくない場合でも、問題ありませ
ん。任意のスピーカー・スタジオ・モニター、ハイファイ設備あるいはPAボックス
を装置に接続すれば、サウンドとフィーリングが本物のギター・スピーカーから出
力されたように聞こえます。

注意：スピーカーとキャビネットのみを接続してください！接地されたデバイス 

(パワーソークやDIボックスなど) に接続すると、重大な損傷につながります！

2 　RED BOX AE+ DI OUT

Hughes & KettnerがオリジナルのRed Boxを1988年に考案して以来、この
Red Boxはギター・アンプのサウンドをマイクなしで増幅させるための業界標準
になっています。ライブでもスタジオでも、Red Boxは一貫した品質のサウンド
をお届けします。他楽器との干渉や、マイキングポジションによる時間のかかる作
業は、過去のものになっています。Red Box AE+は、受賞歴のあるDIボックス付
きスピーカー・エミュレーションです。

DSP制御のアンビエンス・エミュレーションは、本物のアンビエンス効果とピュア
なアナログトーンによるダイレクトなアタックをもたらします。Black Spirit 200
用に追加機能を搭載したRed Boxが装備されています。これなら、ステージやス
タジオでの作業を可能な限り簡単に行うことができます。   

Red Box Mic/Line

Red Boxを適度な音量で使用するように注意してください。ライブ演奏の場合
など長いケーブルを使用する場合、Red Boxの設定を「Line」にして使うようにし
てください。こうすると高いアウトプットが長いケーブルによる減衰を補償できま
す。ミキシングコンソールでマイク入力しかない場合は、Red Boxを「Mic」位置
に切り替えてください。ミキシングコンソールまたはオーディオ・インターフェイス
にXLR入力がない場合、専門店で購入できるXLR-フォーン変換アダプター が
必要になります。その際はRed Boxを「Line」位置にセットしてください。

 On/Off

Red Boxのスピーカー・シミュレーションをオフにすることができます。オフにす
ると、Red Boxが、 ・エミュレーション・ソフトウェ
アあるいはエフェクターで使用するためのフィルターされていない信号を送信し
ます。  

備考：Red Box Ae+は、入念に設計された8つのキャビネット・エミュレー

ションを提供しています。これらのエミュレーションはフロントパネルで選択で

き、各プリセットで保存することができます (4.16項を参照)。

 　FX LOOP

 FX Send

このソケットを外付けエフェクターの入力と接続します。

FX Return

このソケットを外付けエフェクターの (Mono) 出力と接続します。

ヒント：ストンプ・ボックスを使用する場合は、4本ケーブル方式を試してみてくだ
さい。すなわち、アンプの入力に接続した時に最も効果的なエフェクターを使用
する場合は、直列に接続した最初のエフェクターの入力にギターを接続し、最後
のエフェクターの出力をアンプの入力に接続します。同様に、FX LOOPに接続し
た時に最も効果的なエフェクターを使用する場合には、エフェクターの出力端子
をアンプのReturn端子、入力端子をSend端子にそれぞれ接続します。こうする
ことで、コーラスやフェイザーなどのモジュレーション系のエフェクターをBlack 
Spirit 200のプリアンプの前、リバーブやディレイなどのエフェクターをプリアン
プの後にそれぞれ接続することができます。

4 MIDI

MIDI In端子

　 この端子は7ピンですが、標準的な5ピンのプラグの付いたMIDIケーブルも
接続できます。追加された2本のピンは、Hughes & Kettner社製FSM-432 
MIDIボードにファンタム電源を供給するためのものです。
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Version 2.3b  01/2015

安全のために

•  初めて使用開始前に本説明書および安全上の注
意を注意してよく読んでください。
•  不正な操作から発生する本装置または他の装置
への損害の場合当方はメーカーとして賠償責任を
免責されます。
•  電源に接続する前にPowerスイッチがオフになっ
ており、装置背面に表記されている電圧値が地域
の電源電圧と同じであることを確認してください。
•  Black Spirit 200（グランドマイスター）の使用開
始前必ず注意しておくべきことがあります：とにか
くうるさい！音量レベルが極めて高くなると聴力障
害の原因になることがあります。
•  大音量で驚くのを防止するため、Black Spirit 
200と接続された君のギターの音量ポテンショ
メーターが最低レベルまで回し切られてからアン
プをオンにすることを必ず守る習慣にしてくださ
い！ 
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注意：Black Spirit 200には広範囲対応電源アダプターが内蔵されている
ので世界どこでも電圧に対応し、サウンド品質が常時一定に提供されます。アン
プがオフのとき電源に接続してあるときは最小電力(<0.5 W)の消費で済み、
約7秒おきに少しピーと鳴ります。このノイズは通常の場合周囲音がないときの
み聞こえますが、修理で解決すべきような異常ではありませんのでご心配は要
りません。それでもノイズが気になる方には電流を全て遮断できるスイッチ方
式コンセントを間にかますことをお勧めします。  

1 クイック・スタート

ライブおよびレコーディング時の接続例については、取扱説明書付録の72
～75ページを参照してください！

MAINS IN 
付属の電源ケーブルをこのソケットに接続します。アンプをコンセントに差し込む
前に、コンセントにアース端子が付いていることを確認してください。コンセント
にアース端子が付いていないと、アンプの安全な動作が保証されません。また、ノ
イズやハムが生じる場合もあります。

MIDI IN
このソケットをお使いのMIDIコントローラーのMIDI Outと接続します。その
際に、7ピン・ソケットの代わりに標準の5ピン・ケーブルと市販のMIDIコント
ローラーを使用することができます。2本の追加ピンはファンタム電源を供給
し、Hughes & Kettner FSM-432 MIDIボード用の電源として機能します。5
ピン・ケーブルを使用すると、ファンタム電源は使用されません。MIDI Inはお使
いのギター用の入力と同様に重要です。MIDI経由でのみ、Black Spirit 200の
128プリセット全てにアクセスできます。

SPEAKER OUT
Black Spirit 200にはクラシックギターキャビネットをはじめパッシブPAスピ
ーカーボックスまで様々なスピーカーと接続できます。これについて重要な説明
は全て第6章「背面」1項をご参照ください。

POWER
アンプの電源を入れるには、電源スイッチを2秒間押し続けてください。電源を切
るには、3秒間押し続けてください。
注意：停電などが原因でアンプの電源が落ちた場合、電源復旧後アンプの電源
が再び自動的にオンになります。

PHONES/LINE
Speaker Outを使用しない時に、ヘッドフォンを接続するため、あるいはライン・
シグナルをHiFiシステムなどの任意のステレオ・マルチメディア入力に送信するた
めのジャックソケットです。
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2 Black Spirit 200の基本操作
Black Spirit 200は先進のエレキギターアンプで、純然たるアナログサウンド生
成にデジタルコントロールとメモリーオプションを統合した装置です。原則的に
このアンプは他のどのアナログアンプと同じように操作できますが、以下の点に
はご注意ください:
● Black Spirit 200はアナログアンプですが、全てのスイッチ機能およびノブ機
能は、MASTERノブを除いてプログラミング可能です。

● アンプの動作モードによって、いくつかのノブやスイッチには異なる機能が割
り当てられます。
● 全ての設定はMIDIで128のメモリーアドレスに保存され、プリセットとして再
呼び出しが可能です。

2.1 ノブの機能

　Black Spirit 200は、4チャンネルのアンプです。4つのチャンネルは全て、同
じ一式のノブでコントロールされ、ノブに割り当てられる機能は、選択するチャン
ネルによって決まります。たとえば、チキンヘッド・セレクター・スイッチ（第3章参
照）でCleanチャンネルを選択すると、GainノブはCleanチャンネルのゲインをコ
ントロールし、Leadチャンネルを選択すると、GainノブでLeadチャンネルのゲイ
ンがコントロールできるようになります。この設計の大きな利点は、各チャンネル
が完全に独立し、ゲインやボリューム、トーンのコントロールを共有しなくて済む
というところにあります。
これにより、チャンネルは完全に独立して調整可能であり、コントローラーを共有
する必要はありません。ただし、最大の長所は、リアルタイムでのMIDIにより、コ
ントローラーが完全に遠隔操作可能なことにあります。これに関する詳細につい
ては、本章の2.3項、および第8章に記載されています。

参考：これらのノブは、外見も使用感も、回転角300度で左右に回転止めのあ
る通常のポットと同じです。ただし、実際の動作は通常のものと異なっており、
多少の慣れが必要です。プリセットにプログラムされたノブの位置は、パネル上
の物理的な位置とは異なります。つまり、
あるプリセットから別のプリセットに切り替えた場合、パネル上のノブの位置は
必ずしもそのプリセットにプログラムされた位置を反映しているとは限りませ
ん。実際のサウンドも、パネル上のノブ位置が示すものとは異なる場合がありま
す。ノブは、動かした瞬間に、通常のノブと同じように反応します。ノブの設定が
プリセット通りかどうかは、マスター・セクションにあるSTOREのLEDの状態
によって判断できます。ノブの物理的な位置がプリセットの設定と同じ場合に
は、LEDが点灯します。詳しくは2.4項を参照してください。

注意：ノブを回した時に、かすかなバックグラウンド・ノイズが聞こえるかもし
れません。このノイズは、プログラマブル・レジスター・ネットワーク（PRN）が
256個の抵抗を切り替える時に出るものです。個々のロータリー・コントロー
ルは、直列接続された256個の抵抗とそれらを切り替える256個のスイッチ、
そして、スイッチの位置を保存したり呼び出したりするメモリーで構成されて
います。

2.2 プリセットの選択  

　プリセットは、MIDI経由またはiPad用アプリでのみ切り替えられます。プリ
セットの切り替えには、MIDIフットスイッチやMIDIコントローラー、MIDIを内
蔵したペダルボードなどがどれでも使用可能です。両方のMIDIすなわち、アンプ
（MIDI信号の受信側）とコントローラー（送信側）は、同じチャンネルに設定さ
れている必要があります。そうでなければ、MIDIコマンドは無視されたり受信さ
れなかったりします。工場出荷状態のアンプは、すぐにご使用いただけるように
MIDIチャンネルが1、Omniモードがオン（16個全てのMIDIチャンネルの信号を
受信する状態）に設定されています。Black Spirit 200がプログラム・チェンジ
に反応しない場合は、本説明書の8.1項または、ご使用のMIDIコントローラーの
取扱説明書を参照してください。

2.3  Hughes & Kettner FSM-432 MK III MIDI-Boardに
よる遠隔操作

　まずはHughes & Kettner社製のFSM-432 MIDIボードを見てみましょう。
このボードは、アンプの128個のプリセットを、それぞれ4個のプリセットを持つ
32個のバンクに振り分けられるようになっています。振り分けは自由にできるの
で、たとえば4個のプリセットを同じ曲の中で切り替えられるように、同じバンク
にまとめておくこともできます。Black Spirit 200は、FSM-432の全バージョン
で機能します。

 

1　プリセットA、B、C、Dボタン
　同一バンク内のプリセットを直接呼び出すフットスイッチです。たとえば、同じ
バンクの中のプリセットAからBに直接切り替えることができます。A、B、C、Dの
各スイッチを踏むと、それぞれに対応したLEDが点灯します。

2　 バンク・アップ／ダウン・ボタン
　異なるバンクのプリセットを呼び出すには、アップおよびダウンのスイッチで目
的のバンクを選択します。バンクを選択している間は、現在呼び出されているプリ
セットのまま演奏を続けられます。FSM-432のディスプレイにはバンクの数字
が表示されますが、A、B、CまたはDのスイッチを踏んで目的のプリセットを選択
するまで、数字は点滅し続け、新しいプリセットには切り替わりません。

3　 TAPボタン
　TAPボタンを使うと、素早く簡単にディレイ・タイムの設定ができます。この機
能は、ステージの上では特に便利です。TAPボタンをビートに合わせて足で踏め
ば、その曲のテンポにディレイ・タイムを合わせることができます。詳しくは4.3項
を参照してください。

4　  モード・スイッチ：プリセット・モードとストンプボックス・モードの切り替
え

　フットスイッチ背面にあるMIDI接続部のあるスライダー・スイッチ
で、FSM-432 MK IIIをPresetモードあるいはStompboxモードで動作させる
かを選択できます。 

スライダー・スイッチで「Stompbox-Mode」に切り替えると、ディスプレイに
「Sb」と表示されます。このモードではプリセットは呼び出されず、ボタンを直接
押すとチャンネルが選択されます。また、チャンネルとは無関係にモジュレーショ
ン・エフェクト、ディレイ、ブーストをオン／オフすることができます。 

備考：ストンプボックス・モードは、適切なプリセットがない状況のために、あるい
は例えば、ノブを押してサウンドをエフェクトあり/なしで比較する上でプリセッ
トを作成するために考案されたものです。ストンプボックス・モードにはタップ機
能がなく、エフェクト設定は4つの全チャンネルに適用されます。そのため、ライブ
ではプリセット・モードを使用することを強く推奨します。

5　 Control 1およびControl 2端子
　Black Spirit 200に追加コントロール機能を割り当てることができるよう、エ
クスプレッション・ペダル (推奨機器：Yamaha FC 7) あるいは単体のフットス
イッチ (推奨機器：Hughes & Kettner FS-1) をこの2つのジャックソケットに
接続できます。この方法では、アンプのプログラミング可能な全機能を遠隔操作
できます (8.3項)。

これによって、ギターから手を離すことなく、エクスプレッション・ペダルでリバー
ブの量を調節したり、フットスイッチでノイズ・ゲートをオン・オフしたり、ペダル
でゲインを増減させたりできるようになります。一般的には、（プリセットを切り
替えずに）フットスイッチでブーストをオン／オフしたり、ペダルでボリュームを
調節したりするといった使い方が考えられます。8.3項一覧表からもおわかりの
通り、たとえばコントロール・ナンバー07をひとつのControl端子に割り当てて、
その端子にエクスプレッション・ペダルを接続すれば、音量がリモート・コントロ
ールできます。ブースト・オン／オフの切り替えは、コントロール・ナンバー64をも
うひとつのControl端子に割り当てて、そこにフットスイッチを接続すればリモー
ト・コントロールできます。

基本的に、MIDI値 0 は、ノブ左一杯（反時計周り）、またはボタンの「オフ」位置
に相当します。MIDI値 127 は、ノブ右一杯（時計周り）、またはボタンの「オン」
位置に相当し、ノブまたはボタンを直接アンプで操作しているようです。例外：ボ
リュームの制御領域は、常にプリセットに登録されている値によって上限が設定
されています。例えば、ボリュームが12時の位置で保存されている場合、最大値
の127 (またはエクスプレッション・ペダルをいっぱいまで踏み込む) は、実際に
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12時の位置までしか制御しません。これにより、ライブ状況でのプリセットの音
量を、通常のボリュームペダルで行うように制御することができます。

注意：プリセットの切り替え時、エクスプレッション・ペダルの位置は無視されま
す。つまり、例えば、エクスプレッション・ペダルを使って音量を下げた場合、音量
は、プリセットの切り替え後、再びプリセットに登録されている値と等しくなりま
す。Black Spirit 200のマスターボリュームを遠隔操作したい場合、アナロで、
ローインピーダンス仕様のボリュームペダルをFXループにつなぐことを推奨し
ます。

詳細については、FSM-432 MK IIIの取扱説明書を参照してください。

2.4　プリセットのプログラム

　プリセットのプログラミングはこの上なく簡単です。保存しておきたいサウン
ドが見つかったら、Storeボタンで全てのノブ、ボタン、スイッチ (MASTER以外) 
の設定を1つのプリセットに保存することができます。それはあたかも、各チャン
ネルが固有のGAIN / Volumeノブ、イコライザー、エフェクト設定を持っている
128チャンネル搭載のアンプでプレイするかのような感じです！ 

現在呼び出されているプリセットに新しい設定を上書きする

　新たにエディットした設定を、最後に呼び出したプリセットに上書きするのは
簡単です。STOREボタンを押し続け、ボタンのライトが点滅して消えるまで約2
秒間待ちます。ボタンを離せば、新しい設定の保存が完了します。

新しいメモリー・スロットに設定を保存する
　現在呼び出されているプリセットを変更したくない場合は、簡単に新しいメ
モリー・スロットを選択することができます。この場合は、STOREボタンを2秒
間押し続けるのではなく、押してすぐに離します。すると、ライトが点灯し、Black 
Spirit 200が新しいメモリー・スロットを確定するためのMIDI信号を受信する
準備ができたことを示します。
●FSM-432から操作する場合：FSM-432の1～32のMIDIバンクから、1個の
バンクを選択します。バンクの数字が点滅し、FSM-432がA～Dの4個のスイッ
チの中の1個が選択されるのを待っていることを示します。この状態でA、B、Cま
たはDのスイッチを踏むと、ディスプレイは点滅を止め、STOREボタンのライトが
消えて、プリセットが保存されます。
●他のMIDI機器から操作する場合：プログラム・チェンジ信号を送信すると、プ
リセットが保存されます。同じプログラム・チェンジ信号を送信すれば、次回から
はそのプリセットが呼び出されます。

保存されたノブの設定を読み取る
　あるプリセットを呼び出した時には、個々のノブの位置が保存された値を示し
ているとは限りません。しかし、プリセットの情報は簡単に読み取ることができま
す。プリセットを選択し、任意のノブを左右に回してみてください。そのノブの位
置がプリセットされた値と一致すると、STOREボタンが点灯します。

2.5 iPad用Black Spiritリモートアプリ 

Black Spirit 200はすべてのコントロールおよびボタンがMIDIで制御できま
す。アンプの機能拡張のためMIDIを最大限活用できるiPad用アプリをご用意し
ました。

アプリを使ってできること： 
● すべてのプリセットに個別の名前を付ける
● リアルタイムでの全パラメーターを視覚的にモニター
● リアルタイムでの全パラメーターの遠隔操作
● プリセットをアプリに保存
● アンプから、またアンプへとプリセットのダウンロードおよびアップロード
● Eメールまたはメッセージによるプリセットのシェア
● プリセット一覧の作成および管理

無料のアプリをアップル・アプリストアで入手し、Black Spirit 200を
Bluetooth経由で接続できます(7章「Bluetooth」を参照）。
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3　チャンネル・セクション
Black Spirit 200には個別にチューニングされた4チャンネルが搭載されてい
ます。これらのチャンネルはチキンヘッド・セレクター・スイッチで選択可能です。
サウンド全体に決定的な影響力を及ぼすパワーアンプフィードバック回路も、チ
ャンネルを切り替えることで同時に切り替えられ、選択した各チャンネルのサウ
ンド・キャラクターに合わせて最適に調整されています。その上、チャンネルごと
にノブをプログラミングできるため (2.1項と比較)、全サウンドパラメーターに
個別に、また無制限にアクセスできます。さらに、各チャンネル特性にあわせるた
めノブのコントロールレンジとキャラクターも別途ファインチューニングされて
います。

●1 　 INPUT
シールドケーブルで、ギターを接続するためのINSTRUMENT入力端子です。

●2 　GAINノブ
　このノブでは入力感度と、プリアンプのサチュレーションレベルを設定しま
す。BOOSTスイッチと併せて、もっとも重要なサウンド創りの道具です。

●3 　CLEANチャンネル
　 Black Spirit 200のCLEANチャンネルには、その名の通りの魅力があり、は
じけるようなみずみずしいサウンドと、広大なヘッドルームが得られます。GAIN
の設定とオン／オフが可能なBOOST機能の組み合わせも、いろいろと試してみ
てください。

●4 　CRUNCHチャンネル
　 昔ながらの極上のオーバードライブ・サウンドを求めるなら、このチャンネル
です。クリーンなトーンから心地良く歪んだトーンにかけての間の、数えきれない
ほどの種類のニュアンスを持ったサウンドが得られます。BOOST機能がこのチ
ャンネルで特に中帯域を強調し、これにさらにGAINが少々乗ってきます。このた
めロック風の響きが可能になります。

●5 　LEADチャンネル
　 あなたの指先が生み出すリフやリックを、コンプレッションの効いた音楽的な
サウンドで見事に再現してくれるチャンネルです。BOOST機能がこのチャンネル
にさらに圧縮を可能にしており、流れるようなGAINが可能です。これはソロプレ
イに最適です。

●6 　ULTRAチャンネル
　 ハイ・ゲイン・トーンはこのチャンネルでどうぞ。ULTRAチャンネルは、ザクザ
クと切り刻むような高音域と、それに負けない轟くような低音域が特徴で、猛烈
なメタルのリフや圧倒的なリード・トーンに最適です。ドロップ・チューニングで鳴
らせば、まさに新次元の体験です。

●7 　BOOSTスイッチ
　 特定の周波数帯域をブーストします。チャンネルによって、オンにするとより
過激なトーン、より滑らかなトーン、あるいは、よりパンチの効いたトーンが得ら
れます。

●8 　BASS、MID、TREBLEノブ
　 3バンドのボイシング・セクションの動作特性は、チャンネルごとに微調整され
ており、それぞれのチャンネルの特徴的なトーンを生かすような周波数帯域に効
くようになっています。

重要：これらのノブはクラシックなパッシブ式トーン・コントロールで、互いに影
響を及ぼします。たとえば、MIDノブを上げると、下げた時よりもBASSノブの
利きは弱くなります。ただし、PRESENCEとRESONANCEのノブは、3バン

ドのボイシング・セクションから独立しているので、それぞれの設定は他のノブ
の設定に影響されません。

●9 　VOLUMEノブ
　 プリセットの音量や、他のプリセットとの音量バランスをこのノブで調節しま
す。

注意：従来のボリューム・コントロールとは違い、このノブを絞り切っても音量
はゼロになりません。ノブはあくまでも、音量をあるレベルよりも大きくしたり
小さくしたりするためのものです。12時の位置に合わせてから調節を始めるの
が、最良の設定方法です。

警告：このノブは、アンプ全体の出力レベルの調節には使わないでください。全
体のレベル調節は、MASTERノブで！（5.17項参照）

●10　NOISE GATE
このノブはノイズゲートの感度を調節します。ノイズゲートのIDB™テクノロジー
が、標準アタック・パラメーターとスレッショルドパラメーターを自動的に調整し
ます。ノブを左に回し切ると、ノイズゲートは完全に信号経路からオフになります 
(バイパス)。ノブを右に回すほど、ノイズゲートの効果がより高くなります。9時の
位置で、ゲートは信号に対してすでに非常に敏感に反応します。ノブを右に回す
ほど、ノイズゲートの効果がより高くなり、小さな信号がカットされます。ノイズゲ
ート感度の設定は、個々の各プリセット用に保存されます。

4　エフェクト・セクション
　Black Spirit 200は、リバーブとディレイ、モジュレーション・エフェクトの3つ
を独立して設定できるエフェクト・モジュールと、ノイズ・ゲートを備えています。
これらは全て同時に使用可能です。

注意：REVERB、DLY LEVELおよびINTENSITYのノブを左に絞り切った
位置は、対応するエフェクトのバイパスを意味します。これらのノブを反時計回
りに絞り切ると、対応するエフェクトが信号経路から外れます。

●11　FX ACCESS
リバーブ、ディレイ、モジュレーションのエフェクトにアクセスするには、FX 
Accessボタンが点滅し始めるまで押します。これで装置がFXモードになり、チャ
ンネル・ノブをエフェクトの調節用に使用することができます。FXモードを終了
するには、FX Accessボタンをもう一度押します。ボタンの点滅が止まり、装置
は再び通常モードで動作し続けます。

●12　REVERB
　Black Spirit 200のデジタル・リバーブは、昔ながらのスプリング・リバーブに
匹敵する、温かみのある音楽的なサウンドを持っています。いっぽう、リバーブの
長さが自動調節されるという点では、アナログ式の先駆者に優っています――リ
バーブの音量設定を上げれば上げるほど、リバーブの残響時間が長くなります。

●13　ディレイ
　 ディレイ・モジュールのDLY（ディレイ） LEVEL、FEEDBACKおよびDLY 
TIMEのノブで、ディレイの全てのパラメーターが調節できます。

DLY LEVELノブ
　 リピート音のレベルを調節します。完全にオフの状態から原音と同じ音量まで
の設定が可能です。

FEEDBACKノブ
　 1回から無限回まで、リピートの回数が設定できます。
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DLY TIMEノブ
　 ディレイ音が返ってくるまでの時間を50msecから1.4secの範囲で調節しま
す。ディレイ・タイムをFSM-432のTAPボタンで設定する場合は（2.3項参照）、
ボタンを2度目に踏んだ時点で新しいディレイ・タイムに切り替わります。ディレ
イ・タイムが視覚的に確認できるように、TAPのLEDが約5秒間、設定したディレ
イ・タイムに応じたビートで点滅します。TAP機能は、ディレイがオンの状態での
み有効です。ディレイがオフ――より正確には、バイパス――の状態では、TAP機
能を受け付けません。

注意：FSM-432 には、特徴としてBlack Spirit 200のディレイタイムをMIDI
で制御することのできるタップ機能があります。外部サプライヤーのMIDIコント
ローラーを使用する場合、この機能は使用できない、あるいは、制限付きでのみ
可能です (FCB1010で有名なBehringerのような少数のメーカーでは、タップ
を最小限抑えて使用できるよう、ディレイ・タイム用に最小/最大時間をあらかじ
め調整できる機能を提供しています)。これは、タップには標準MIDIコマンドがな
く、時間のみあるためです。時間のための正確な値は、2回のタップの間隔から算
出しなくてはなりません。0 = 最小、127 = 最大を意味する、他のすべてのコン
トローラーとは違い、ほとんどのエフェクトデバイスがディレイタイムに関して固
有の最小/最大時間を提供しているため、ディレイタイムには定義された値があ
りません。

●14　モジュレーション・エフェクト
　 このモジュールでは、コーラス、フランジャー、フェイザー、トレモロの4種類の
モジュレーション・エフェクトの設定を行います。

MOD TYPEノブ：
　 それぞれのエフェクトは、このノブの設定範囲を1/4ずつ区切った領域に割
り当てられています。最初の1/4がコーラス、次の1/4がフランジャー、その次の
1/4がフェイザー、最後の1/4がトレモロです。モジュレーションのレートは、それ
ぞれの1/4の範囲内で設定できます。範囲の中でMOD TYPEノブを時計方向に
回すほど、レートは速くなります。

INTENSITYノブ：
　 モジュレーションのかかったエフェクト音の音量を調節します。

●15　FX LOOP
　 外部エフェクト・プロセッサーを接続するための、シリアル接続のループです。
アンプのリア・パネルのFX LOOPセクションにあるSend端子とプロセッサーの
入力端子、Return端子とプロセッサーの出力端子をそれぞれ接続します（6.3項
参照）。ループに接続したプロセッサーのオン／オフの切り替えは、FX-LOOPボ
タンで行います。

●16　CAB TYPE
このノブで、アンプ背面のRed Box出力から入念にデザインされた8つのキャビ
ネット・シミュレーションの1つを選択できます (6.2項「Red Box」を参照)。接
続された各デバイスに合わせてレベルが調整されるよう、背面で出力レベルを
MicからLineに切り替えることができます。そのため、Red Box AE+は、サウン
ドをPA、スタジオモニター、あるいは録音機材に送る上でパーフェクトな選択で
す。これによってマイクや音響エンジニアへ頼ることなく、Red BoxAE+はこの役
割を完璧に果たします。

No. キャビネット・タイプ

1 1x12インチのモダンなThieleポート

2 2x12インチのモダンなフロント・ポート

3 2x12インチのヴィンテージ・オープンバック

4 4x10インチのAlnicoオープンバック

5 4x12インチのヴィンテージ・キャビネット

6 4x12インチのブリティッシュ・キャビネット

7 4x12インチのモダンなキャビネット

8 4x12インチのアメリカン・キャビネット

注意：Cab TypeはRed Box出力およびヘッドフォン出力に影響を及ぼしま
すが、ギター・スピーカーに接続した際のスピーカー出力には影響しません。こ
の場合は、キャビネット・シミュレーションが不要であるためです。フルレンジ・
キャビネット (6.1項を参照) を使用すると、キャビネット・シミュレーションの
選択はスピーカー出力にも影響を及ぼします。

5　マスター・セクション
　マスター・セクションでは、アンプ全体の音量とレゾナンス、プレゼンス、そして
パワーアンプのサチュレーションを調節します。

●17　MASTERノブ
　 名前が示す通り、このノブでパワー・アンプの音量が指先で調節できます。設
定に注意すれば、苦痛のない、心地良い音量で演奏が楽しめます。Masterは、同
様にヘッドフォン出力の音量を調節します (5.2項を参照)。
備考：Hughes & Kettnerのチューブ・アンプとは異なり、Black Spirit 
200のRed Boxの出力レベルはMasterノブ設定の影響を受けません 
(6.2項を参照)。

注意：チャンネルやエフェクトのコントロールとは異なり、MASTERノブの設
定はプログラムできません！　従来のアンプと同様に、このノブは物理的な設
定位置が実際の設定を示します。アンプの電源を入れる前には、このノブを反時
計方向に回し切っておくのが良いでしょう。

●18　RESONANCEノブ
　 このRESONANCEノブを12時の位置に設定すると、アンプとキャビネット
の組み合わせが生み出す、通常の鳴りが得られます。12の位置から反時計方向
に回すと、スピーカーとキャビネットの鳴りが抑えられ、クリーンなトーンがまろ
やかに響く、ゆったりとした柔らかいサウンドになります。時計方向に回すと、そ
れらの鳴りが強調されて、ディストーション・サウンドに最適な、よりタイトでパン
チの効いた低音域が得られます。

●19　PRESENCEノブ
　 アンプから発生する高音域の倍音の量をコントロールします。設定を上げる
ほど、効果が強調されます。

注意：ResonanceとPresenceの設定はプリセットごとに保存でき、または
２つのノブをMASTERボリュームと全く同様に、プリセット切り替え時に変化
しないMASTERコントロールとして使用できます。両方のノブをグローバル・
コントロールとして使用したい場合は8.2項を参照。

●20　SAGGING
サギングはGainノブと併せて、最も重要なサウンド作りの道具です。このノブで、
任意の音量でパワー・アンプの飽和特性を完全にコントロールできます。ノブを
回して、あなたのトーンを個々に微調整する多様なギター・サウンドを呼び出すこ
とができます。このノブには8つの位置があり、右に一目盛りずらすとパワー・アン
プの飽和度が大きくなります。 

●21　PHONES/LINE
この出力には、市販のヘッドフォンをジャックプラグで接続します。備考：この出
力は、Line信号をハイファイ・システムなどの任意のステレオ・マルチメディア入
力に送信するために使用することも可能です。アダプターやケーブルについて
は、販売店にお尋ねください。この出力を通常のハイファイ・システムのAux inに
接続するには、一端がBlack Spirit 200のヘッドフォン出力を接続するための
TRSジャック（ステレオ）、もう一端にハイファイ・システムの左右入力に接続する
ためのRCAコネクタx2のケーブルが必要です。ミキシングコンソールに接続する
には、RCAプラグの代わりに2本のモノラル・ジャックプラグまたはXLRプラグ
が必要です。その際に、ステレオ・エフェクトの効果を引き立たせるために、ミキシ
ングコンソール入力のパンニングを左右に振り切るよう注意してください。

注意：  ヘッドフォンが前面のこの出力に接続されている場合、背面の
Speaker Outはオフになっています。

注意：ヘッドフォン出力はステレオ・エフェクトをヘッドフォン専用に送って、で
きる限り自然に聞こえるようにします。ステージやスタジオでほとんど使用する
場合は、信号をミキシングコンソールに送信するためにモノラルのRed Box
がより良い選択になるでしょう (6.2項参照)。
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6　リア・パネル
●1 　 SPEAKER OUT
Black Spirit 200はインピーダンスが8 Ωか16 Ωのボックススピーカー用で
す。ギターボックスでも古レンジボックスでも接続可能です。 

ボックス接続の基本
必須の注意事項:2つのボックスをつなぐときは常に一種類のスピーカータイプ
とし、つまりギターかフルレンジのどちらかにして、ギターとフルレンジボックス
を混在させないでください! 2つのボックスを接続するときは並列接続で合計
インピーダンスが8 Ωに半減するので各ボックスのインピーダンスは16 Ωと
します。この点はギターボックスでもフルレンジボックスでも同じです。

ヘッド: ヘッドのSpeaker Outに8 Ωのボックスを一つ、または16 Ωのボック
スを一つ、あるいは16 Ωのボックスを2つ接続できます。推奨ギターボックス
Hughes & KettnerのTS 112 Pro,、TM 112、TM 212はそれぞれインピー
ダンスが16 Ωで、同種のボックスをもう一つ接続できる並列アウトプットがあ
ります。
 
コンボ: コンボにはSpeaker Outジャ
ックが2つあり、このうち1つは内部スピ
ーカーがすでに割り当てられています。
内部スピーカーはインピーダンスが16 
Ωなので、2つ目のアウトプットにも16 
Ωギターボックスを接続でき、例えば内
部スピーカーに合うTS 112 Proをつ
なげられます。さらに8 Ωのボックスを
接続したい場合、単に接続ケーブルを抜
くだけで内部スピーカーをオフにしてく
ださい。フルレンジボックスを1つ（または2つ）接続する場合、内部スピーカーは
フルレンジボックスのインピーダンスに関わらず必ずオフにしてください。

 OUTPUT POWER
自宅の寝室で小型スピーカーを使用しているか、あるいはフルパワーの4x12イ
ンチ・ボックスを使用しているかに応じて、Powerセレクタ・スイッチで出力を
200、20、2ワットの中から選択できます。Fullrangeモードでは、ハイファイ・ス
ピーカーまたは低出力のスタジオ・モニター・システムを制御するために、20ワッ
トが最も良い選択です。 

CABINET
これは、独自の多目的に使える機能です。Guitar Cabの位置では、標準的なギタ
ー・スピーカーを接続できます。Full Rangeの位置では、任意のパッシブ・スピー
カーを接続し、動作させることができます。これで、自分で選択したスピーカー・
シミュレーション (6.2項および4.16項を参照) でRed Box AE+の素晴らしい
サウンドと、最大200ワットの驚くほどピュアな性能が実現されます。お使いのギ
ターアンプをリハーサル室から自宅へ持ち運びたくない場合でも、問題ありませ
ん。任意のスピーカー・スタジオ・モニター、ハイファイ設備あるいはPAボックス
を装置に接続すれば、サウンドとフィーリングが本物のギター・スピーカーから出
力されたように聞こえます。

注意：スピーカーとキャビネットのみを接続してください！接地されたデバイス 
(パワーソークやDIボックスなど) に接続すると、重大な損傷につながります！

●2 　RED BOX AE+ DI OUT
Hughes & KettnerがオリジナルのRed Boxを1988年に考案して以来、この
Red Boxはギター・アンプのサウンドをマイクなしで増幅させるための業界標準
になっています。ライブでもスタジオでも、Red Boxは一貫した品質のサウンド
をお届けします。他楽器との干渉や、マイキングポジションによる時間のかかる作
業は、過去のものになっています。Red Box AE+は、受賞歴のあるDIボックス付
きスピーカー・エミュレーションです。

DSP制御のアンビエンス・エミュレーションは、本物のアンビエンス効果とピュア
なアナログトーンによるダイレクトなアタックをもたらします。Black Spirit 200
用に追加機能を搭載したRed Boxが装備されています。これなら、ステージやス
タジオでの作業を可能な限り簡単に行うことができます。   

Red Box Mic/Line
Red Boxを適度な音量で使用するように注意してください。ライブ演奏の場合
など長いケーブルを使用する場合、Red Boxの設定を「Line」にして使うようにし
てください。こうすると高いアウトプットが長いケーブルによる減衰を補償できま
す。ミキシングコンソールでマイク入力しかない場合は、Red Boxを「Mic」位置
に切り替えてください。ミキシングコンソールまたはオーディオ・インターフェイス
にXLR入力がない場合、専門店で購入できるXLR-フォーン変換アダプター が
必要になります。その際はRed Boxを「Line」位置にセットしてください。

 On/Off
Red Boxのスピーカー・シミュレーションをオフにすることができます。オフにす
ると、Red Boxが、お好みのキャビネット／マイク・エミュレーション・ソフトウェ
アあるいはエフェクターで使用するためのフィルターされていない信号を送信し
ます。  

備考：Red Box Ae+は、入念に設計された8つのキャビネット・エミュレー
ションを提供しています。これらのエミュレーションはフロントパネルで選択で
き、各プリセットで保存することができます (4.16項を参照)。

●3 　FX LOOP

 FX Send
このソケットを外付けエフェクターの入力と接続します。

FX Return
このソケットを外付けエフェクターの (Mono) 出力と接続します。

ヒント：ストンプ・ボックスを使用する場合は、4本ケーブル方式を試してみてくだ
さい。すなわち、アンプの入力に接続した時に最も効果的なエフェクターを使用
する場合は、直列に接続した最初のエフェクターの入力にギターを接続し、最後
のエフェクターの出力をアンプの入力に接続します。同様に、FX LOOPに接続し
た時に最も効果的なエフェクターを使用する場合には、エフェクターの出力端子
をアンプのReturn端子、入力端子をSend端子にそれぞれ接続します。こうする
ことで、コーラスやフェイザーなどのモジュレーション系のエフェクターをBlack 
Spirit 200のプリアンプの前、リバーブやディレイなどのエフェクターをプリアン
プの後にそれぞれ接続することができます。

●4 　MIDI

MIDI In端子
　 この端子は7ピンですが、標準的な5ピンのプラグの付いたMIDIケーブルも
接続できます。追加された2本のピンは、Hughes & Kettner社製FSM-432 
MIDIボードにファンタム電源を供給するためのものです。
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重要：FSM-432を同梱の7ピンMIDIケーブルでアンプに接続する場合は、
ファンタム電源が供給されるので、外部電源は必要ありません。いっぽう、5
ピンのMIDIケーブルを使用する場合には、外部電源が必要です。FSM-432
（Mark II以降のモデル）は、9～15Vの範囲内でACにもDCにも対応する、
画期的な電源入力端子を備えています。

MIDI Out/Thru端子
　 この端子は、MIDI In端子に入力された信号を他の機器に送る端子です。ここ
に別のMIDI機器を接続すれば、Black Spirit 200と同時にプログラムの切り替
えができます。 

●5 　AUX IN
Aux In入力に任意のミュージックプレイヤーを接続すると、それにあわせてプレ
イしたり、好みの音楽を聴くことができます。同様に、Aux In入力からドラム・マ
シーンやその他の楽器を接続することも可能です。Aux In信号はフルステレオ品
質でヘッドフォン出力に送信され (同時にStereo-Line Outとしても機能しま
す、詳細は5.21項を参照)、この出力がFullrange Cabにセットされている場合
はモノラルでスピーカー出力に送信されます (6.1項を参照)。そのため、お使い
のステレオシステムをヘッドフォン出力やパッシブPAキャビネットに接続し、他
のミキシングコンソールを使わずにジャムトラックに合わせて演奏できます。

●6 　AES
　欧州指令1275/2008/ECに従いBlack Spirit 200も同指令による対象とな
ります。対象となるデバイスは、デバイスを一定時間使用しないと自動的に電源
が切れる省エネ機構を搭載していなければなりません。この課題をBlack Spirit 
200ではAESが解決しています。これはスピーカーソケットの横にあるミニスイッ
チによりオン/オフできるようになっています。

出荷状態ではAESはオンでありミニスイッチは左位置になっています。この設
定ではアンプは約90分無音状態が継続すると自動的に電源が切れます。
アンプが入力信号を受け取ると、短い音でも無音状態はリセットされまたゼロか
ら開始されます。

90分間の無音時間が完全に経過して装置が停止すると、電源スイッチで再び作
動させることができます。ミニスイッチを右位置へスライドさせると、AESの自動
停止が無効になります。この場合は90分間の無音状態を経過しても自動的に電
源は切れません。

7　Bluetooth®
Black Spirit 200には、オーディオ・ストリーミング用およびiPad向けリモート・
アプリの接続用にBluetooth機能が内蔵されています (2.5項を参照)。1台のデ
バイスのみ接続できるため、注意してください。つまり：iPad向けアプリを使用し
ている場合、2台目のデバイスをオーディオ・ストリーミング用に接続することは
できません。ただし、オーディオ・ストリーミングと遠隔操作を同じiPadで行うこ
とは可能です。別の装置からのオーディオ信号を転送したい場合、Bluetoothで
接続した機器に関わらず、アナログAux Inインプットを利用できます。

注意：新しいデバイスを接続するには、Bluetooth接続をリセットする必要があ
ります (7.4項を参照)。アプリとのBluetooth接続に失敗した場合は、アプリを
閉じ (Homeキーをダブルクリックする)、アプリを再び開いてください。

Bluetoothアイコンの隣のLEDは、Bluetooth接続のステータスを示していま
す。

1 BluetoothのステータスLED
• LEDが消灯：Bluetoothが無効になっている
• LEDがゆっくりと点滅：Black Spiritが利用可能なデバイスを検索している
• LEDが常時点灯：Bluetoothがモバイル・デバイスに接続されている 
• LEDが高速で点滅：接続が失敗/中断した

2 接続／有効化
Bluetoothを有効化するには、Boostボタンを3秒間押したまま保持しま
す。Bluetooth LEDがゆっくりと点滅し始め、Black Spirit 200がモバイル・
デバイスを検索し始めます。Bluetoothが、Black Spirit 200に接続される
デバイスで有効になっていることを確認してください。Black Spirit 200に
Bluetoothデバイス一覧が表示されたら、「Hughes & Kettner Black Spirit 
200 XXXX」(4桁のID) を選択してください。接続が確立されると、アンプの
Bluetooth LEDが点滅モードから常時点灯モードにすぐに切り替わります。   

3 Bluetooth接続の切断／無効化
Bluetoothを無効化するには、Boostボタンを押し、Bluetooth LEDが消えるま
でそのまま保持します

4 新しいデバイスとの接続
Black Spirit 200は最後に接続されたモバイル・デバイスを記憶しており、アン
プの電源を入れた後やBluetoothを再度有効化した後、自動的にこのデバイス
を検索し始め、接続を確立します。あなた専用のモバイル・デバイス用にのみスト
リーミングまたは遠隔操作を行えるよう、この機能は不明なデバイスへの望まし
くない接続から保護するものです。

新しいデバイスとの接続
•  最後に接続されたデバイスのBluetoothを無効化します (あるいはデバイスを
オフにします)
• アンプのBluetoothを有効化し、LEDがゆっくりと点滅し始めます
•  Boostボタンを押し、Bluetooth LEDが高速で5回点滅した後で消灯するま
で、7秒間そのまま保持します。続いてBoostボタンを再度押し、3秒間そのま
ま保持します。LEDが再びゆっくりと点滅し始め、アンプが新しいデバイスを検
索し始め、このデバイスとの接続が確立されます。
•  新しいデバイスのBluetoothを有効化し、アンプを選択すると、接続が確立さ
れます。

備考：出荷時設定にリセットすると、Bluetoothの設定もリセットされるため、
アンプを再接続する必要があります。

5 Bluetoothのオーディオ・ストリーミング
Black Spirit 200でオーディオ・ストリーミングを行い、好きな曲に合わせて演
奏することができます。オーディオ信号はフルステレオ品質でヘッドフォン出力に
送信され (同時にStereo-Line Outとしても機能する、詳細は5.21項を参照)、
この出力がFullrange Cabにセットされている場合はモノラルでスピーカー出力
に送信されます (6.1項を参照)。そのため、お使いのステレオシステムをヘッドフ
ォン出力やパッシブPAキャビネットに接続し、他のミキシングコンソールを使わ
ずにジャムトラックに合わせて演奏できます。
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8　MIDI
　2.2項でも説明した通り、プリセットの切り替えはMIDI経由でのみで可能で
す。送信側（コントローラー）と受信側（アンプ）は、同じチャンネルに設定されて
いる必要があります。工場出荷時には、MIDIチャンネルが1、OmniモードがOnに
設定されています。アンプがプログラム・チェンジに対して正常に反応しない場合
は、MIDIチャンネルを変えてみる必要があります。

8.1　MIDIチャンネルの設定とOmniモードのオン／オフ 

FX AccessとFX-Loopの2つのノブを同時に3秒間長押しすると、Storeボタン
が点灯し始めます。これで、下記のLEDとアンプのボタンを使い特殊なプログラ
ミング機能を使用できます：

•  BOOST: このLEDはOmniモードのステータスを示しています：このLEDが点
灯すると、Black Spirit 200が全てのMIDIチャンネル (Omni On) でプログ
ラム変更コマンドを受信します 。これは出荷時設定と同じです。BOOST LED
が点灯していない場合、アンプは現在選択されているMIDIチャンネル (Omni 
Off) でのみ受信します。Omniモードを切り替えるには、BOOSTスイッチを押
す必要があります。
•  FX-LOOPは+1/upスイッチとして機能し、FX-ACCESSは-1/downスイッ
チとして機能します。この両スイッチで、MIDIチャンネルを設定することができ
ます。
•  セットアップ中に、4つのチャンネルLEDはMIDIチャンネルのインジケーターと
して機能します。以下の表から、設定したMIDIチャンネルを簡単に読み取るこ
とができます (専門用語では「バイナリ―・コード」とも呼ばれます)：

MIDIチャン
ネル 

Clean Crunch Lead Ultra

1 = ¢ ¢ ¢ ¢

2 = ¢ ¢ ¢ {

3 = ¢ ¢ £ ¢

4 = ¢ ¢ £ £

5 = ¢ £ ¢ ¢

6 = ¢ £ ¢ £

7 = ¢ £ £ ¢

8 = ¢ £ £ £

9 = £ ¢ ¢ ¢

10 = £ ¢ ¢ £

11 = £ ¢ £ ¢

12 = £ ¢ £ £

13 = £ £ ¢ ¢

14 = £ £ ¢ £

15 = £ £ £ ¢

16 = £ £ £ £

　STOREボタンを３秒間押し続けると、設定が保存され、MIDI設定モードが終
了します。STOREボタンが消灯し、アンプが通常の動作に戻ったことを示しま
す。

8.2　グローバル設定

StoreボタンとFX LOOPボタンを同時に3秒間長押しすると、Storeボタンが点
滅し始めます。続いて、以下のLEDとアンプのボタンから特殊なプログラム機能
を呼び出すことができます： 
• FX-ACCESS: ここには、Global EQモードのステータスが表示されます。ボ
タンが点灯していると、Global EQモードがアクティブになっており、無効にする
場合はFX-Accessボタンをもう一度押す必要があります。 
• FX-LOOP: ここには、Global Cabinet Typeモードのステータスが表示され
ます。Global Cabinet Typeモードがアクティブになっているとき、ボタンは点灯
しています。無効にするには、FX LOOPボタンをもう一度押す必要があります。

グローバル・セッティングを終了し、同時に設定値を保存するには、Storeボタン
を3秒間長押しします。アンプが通常モードに戻ります。

8.3　 MIDIインプリメンテーション・チャートおよびコントローラー・
リスト

　MIDIプログラム・チェンジ信号でアンプの全ての切り替え機能がコントロール
できるばかりでなく、MIDIプログラム・チェンジ信号を送信することで、アンプの
エディット機能の個々のパラメーターを変更することもできます。以下に示すの
は、エディットできる機能とそれに対応するコントロール・ナンバーの対照表です

コントロ
ール・ナン
バー：

機能

1 モジュレーションの深さ
4 ディレイ・タイム、51msから1360msまで128段階
7 音量（ソフト）
9 ミュート・オン／オフ。オンの状態は、アンプのチャンネルが変更され

るか、ボリュームのパラメーターが変更されるか、あるいはアンプが
再起動されるまで維持されます。

12 モジュレーション・エフェクトのタイプ
20 ゲイン（ソフト）
21 ベース
22 ミッド
23 トレブル

24 レゾナンス
25 プレゼンス
26 モジュレーション・スピード（呼び出されたモジュレーション・エフェ

クトにのみ有効）
27 ディレイ・フィードバック
28 ディレイ・ボリューム
29 リバーブ・ボリューム
31 チャンネル切り替え（4段階）
52 モジュレーション・エフェクト・オン／オフ
53 ディレイ・オン／オフ
54 リバーブ・オン／オフ
55 エフェクト・ループ・オン／オフ
56 ゲイン（ハード）
57 ボリューム（ハード）
58 Cabinet Type (8タイプ)
59 Sagging (8タイプ)
62 Noise Gateの感度
63 ノイズ・ゲート・オン／オフ
64 ブースト・オン／オフ

注意：コントローラーペダル (MIDI コントローラーナンバー 7) 経由でのボリュ
ーム変更は、Black Spirit 200では、アンプに保存されている最大値内でのみ可
能です。これは、FSM-432に接続されているコントローラーペダルがボリューム
の1:1の遠隔操作として作動するのではなく、各プリセットに保存されている最
大値を考慮することを意味しています。

8.4　工場出荷時の状態に戻す（ファクトリー・リセット）

ファクトリー・リセット、つまり出荷時設定の復元が必要になることは稀です。そ
れでも、本章をよく注意して読む必要があります。そうすれば、苦心して構成した
プリセットをうっかり消去してしまうことはなくなります。ファクトリー・リセット
を行うには、アンプの電源を入れる時に [Store] ボタンと [FX Access] ボタ
ンを同時に押して、3秒間そのまま保持します。両ボタンが短時間点灯して、リセ
ットが正常に完了したことが通知されます。チャンネルLEDが消灯した後、アン
プが通常の作動状態になるまでお待ちください。ファクトリー・リセットを行った
後、Bluetooth接続を再び確立する必要があります (7章を参照)。

注意：この操作は、あくまでも緊急時の最終手段です。MIDIで呼び出せる128
種類のプリセット（第2章参照）も、MIDI関連の基本設定（8.1項参照）も、全て
リセットされます。
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9　仕様
Black Spirit 200

最大消費電力 300W
電源電圧 100 ‒ 240 V, 50 ‒ 60 Hz
電源電圧許容範囲 +/-10%
動作環境温度 0～+35℃
電源ヒューズ (内部) T 4 A L (ユーザーが交換することは

できません)

INPUT端子 6.3mm（1/4インチ）アンバラン
ス、1MΩ

入力感度（CLEANチャンネ
ル、BOOSTオフ、全てのノブは中央位
置、MASTER最大）

-16dBV

最大入力（BOOSTオフ） 0dBV

FX Send端子 6.3mm（1/4インチ）アンバラン
ス、220Ω

定格出力（CLEANチャンネ
ル、BOOSTはオフ、全てのノブは中
央位置）

-10dBV

最大レベル +5dBV

FX Return端子 6.3mm（1/4インチ）アンバラン
ス、20kΩ

入力感度（CLEANチャンネ
ル、BOOSTはオフ、全てのノブは中
央位置）

+1dBV

入力感度：（CLEANチャンネ
ル、BOOSTはオフ、全てのノブは中央
位置、MASTER最大）

-13dBV

最大入力 +7dBV

外部入力 ‒ ミニ・ジャックソケット 3.5mm、ステレオ、20kΩ
感度 (Masterがセンター位置) 0dBV
感度 (Masterが最大位置) -16dBV
最大入力 +6dBV

Phones/Lineのジャックソケット 6.3mm (1/4インチ)、ステレオ、50Ω
定格レベル (Clean、ブーストなし、全ポテン
ショメーターがセンター位置)

-9 dBV

定格レベル (クリーン、ブーストなし、全ポテ
ンショメーターがセンター・位置、Master
が最大位置)

+6 dBV

最大レベル +13 dBV

RED BOX AE+ OUT端子 XLRバランス、1240Ω
最大レベル +10dBV

Speaker Outのジャックソケット 6.3 mm (1/4インチ)、Bridgedモー
ドmono、8～16Ω

パワー出力 200W

MIDI In端子 7ピン、DC20Vファンタム電源
（150mA）、5ピンと互換

MIDI Out/Thru端子 5ピン

寸法 (ヘッド) 410 x 155 x 150 mm
重量 (ヘッド) 3.6kg

コンボバージョン:
スピーカー Celestion Creamback G12H-75 

75 W、16 Ω
寸法 (コンボ) 450 x 445 x 290 mm
重量 (コンボ) 14.9kg

Apple と Apple ロゴは米国および他の国々で登録された Apple Inc. の商標で
す。Mac App Store は Apple Inc. のサービスマークです。

Bluetoothの文字とロゴは、Bluetooth SIG, Incが所有しています。Stamer 
Musikanlagen GmbHによるこの商標の使用は、使用許諾を得ています。

上述の全ての商標および著作権は、それぞれの所有者に帰属します。
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Postfach 1509 

66595 St. Wendel

Germany

Tel: +49 (0) 68 51 - 905 0 

Fax: +49 (0) 68 51 - 905 103

International Inquiries: 

Fax: +49 - 68 51 - 905 200 

hkinternational@hughes-and-kettner.com

www.hughes-and-kettner.com 

 facebook.com/hughesandkettner
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Manufacturer • Hersteller • Fabricant • Produttore • Fabricante • メーカー • 制造商: 
Stamer Musikanlagen GmbH, Magdeburger Str. 8, 66606 St. Wendel, Germany


